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横浜ゴムの概況

タイヤ
3,727億円  74.9％

タイヤ

2006 年度売上高 4,974 億円

MB（マルチプル・ビジネス）　

高圧ホース、建築用シーリング材で国内シェアNo.1
MB商品のなかで、特に高い競争力を誇るのがホースやシーリング材です。建設機械用の高圧ホースをはじめ、建築用
シーリング材や自動車メーカーへOEM納入するウィンドシールドシーラントなどで国内トップシェアを握っています。

高い世界シェアを誇る海洋商品
船舶同士の接近時などに船体の損傷を防ぐために使う空気式防舷材は世界市場でトップシェアを占有。海上の原油輸送
に使うマリンホースでも、世界で高シェアを占めています。

軽量、高強度が強みの民間航空機向け商品
ボーイングの主力機種737に化粧室ユニットを納入するほか、エアバスのA380向けに飲料水用のウォータータン
ク、汚水用のウエストタンクを独占供給しています。これらの商品には軽くて強い繊維強化プラスチック(FRP)が使わ
れており、横浜ゴムはFRPを製造できる数少ないメーカーのひとつです。

省燃費のECOタイヤ「DNA」シリーズ
日本での主力ブランドであるECOタイヤ「DNA」シリーズは、「走り」「快適さ」という基本性能を高めながら、ころがり
抵抗の低減で車の燃費を向上させCO２の削減に寄与する次世代タイヤ。近年はタイヤの長寿命化という新しい性能も
プラスし、環境性能をさらに進化させています。

最上級ブランド「ADVAN」を世界展開
ヨコハマタイヤのブランド地位を世界的に高めていくため、最高峰のタイヤ技術を結集して開発したのが「ADVAN」
シリーズです。高性能タイヤの統一ブランドとして2005年から、世界各地で販売を開始しました。

MB　
1,247億円　25.1％

主要商品
乗用車用、トラック・バス用、ライトトラック用、建設車両用、産業車両用、航空機用のタイヤ、アルミホイールなど

主要商品
ホース、シーリング材・接着剤、コンベヤベルト、免震ゴム、マリンホース、空気式防舷材、ゴルフ用品、航空部品など
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プロファイル

目　次

決算ハイライト

横浜ゴムは世界有数のタイヤメーカーであると同時に、

得意のゴム高分子技術をベースにホース、シーリング材・接着剤、

工業資材、航空部品、ゴルフ用品など多彩なビジネスを展開して

います。1917年の創業以来、社会のニーズを先取りし、

お客様の満足を第一に据えた商品を提供することに力を

注いできました。近年は世界的なタイヤ需要の拡大を背景に、

アジアに生産拠点を次々設立しタイヤの生産能力の増強に力を

入れています。ホース、シーリング材、コンベヤベルトについても

アジアでの現地生産を拡大しており、グローバル展開を

積極的に進めています。

横浜ゴムの概況
プロファイル
決算ハイライト
株主の皆さまへ
さらに進化するタイヤの環境性能
事業の概況
 タイヤ事業
 MB事業 
ファイナンシャル・セクション
コーポレート・ガバナンス
役員、監査役、執行役員
グローバル･ネットワーク
投資家向け情報
株式情報

2

4

5

6

9

12

12

18

23

47

49

50

52

53

見通しに関する注意事項
このアニュアル・レポートに含まれている将来に関する見通しや予測は、現在入手可能な情報に基に当社の経営者が判断したものです。実際の成果や業績は、さまざまなリスクや
不確定な要素により、記載されている内容と異なる可能性があります。
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営業利益

税引等調整前当期純利益
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株主の皆さまへ

売上高は過去最高に

当社グループの連結決算は、売上高が前期比10.1％

増の4,974億円となり、昨年度に続き過去最高を更新

しました。販売増に加え円安効果も寄与し、タイヤ、

MB事業ともに売り上げを伸ばしています。利益面

では、原材料価格高騰の影響が大きく営業利益が同

4.0％減の211億円となりましたが、経常利益は

為替差益などの増加で同5.6％増の201億円と

なりました。当期純利益は前期に計上した米国子会社

の株式評価損に対する税効果がなくなり、同23.7％

減の164億円となりました。配当については2007

年10月に創立90周年を迎えるにあたり、期末配当

一株当たり6円に加え、記念配当2円を実施します。

年間では一株当たり2円増配の12円です。

2007年度の営業利益は35％増の見込み

2007年度はタイやフィリピンでの増産で、タイヤの

海外販売をさらに伸ばす計画です。売上高は前期比

7.0％増の5,320億円、営業利益は同35.3％増の

285億円を見込んでいます。しかし、支払利息の増

加や為替差益の減少により経常利益は同17.0％増

の235億円、当期純利益は同6.9％増の175億円と

なる見込みです。配当については中間配当一株当

たり5円、期末配当一株当たり7円で、年間では一株

当たり12円を予定しています。

新中期経営計画「グランドデザイン100」

2006年度から新中期経営計画「グランドデザイン

100（GD100）」をスタートさせました。その第一

ステップであるフェーズⅠの2008年度目標として、

私たちは売上高5,600億円、営業利益350億円を

掲げています。目標達成のため、タイヤ事業、MB事業

ではそれぞれ以下の課題に重点的に取り組みます。

＜タイヤ事業＞

原材料価格の高騰による影響を一部吸収するため、

国内外での値上げの浸透

環境負荷の低減を図ると同時に、タイヤの基本性能

も高めた高付加価値商品の投入

生産能力の拡大

＜MB事業＞

国内外での値上げの浸透

コンベヤベルトや自動車用シーリング材の生産

能力拡大

新商品開発の促進

ゴルフ商品の競争力強化

タイヤの値上げを実施

2004年から毎年、国内外でタイヤの値上げを行って

いますが、今年も２月と4月に国内で市販用タイヤ

の値上げを実施しました。原材料価格高騰の影響は

過去4年間で約500億円にのぼり、これまでの値上げ

でカバーできたのは5割弱にすぎません。現在も

高止まりの状況が続いており、生産性の向上やコスト

削減などの内部改善のみで吸収することは難しい

と判断しました。GD100の目標を達成させるため

にも値上げの浸透を図っていきます。

環境に配慮した高付加価値商品の投入

今年4月に省燃費を追求しながら、耐久性も大幅に

高めたトラック・バス用タイヤ「ZEN（ゼン）」を発売

しました。7月には非石油系の原材料を80％に

高め、燃費や静粛性にも優れる「DNA dB super 

E-spec（ディーエヌエー・デシベル・スーパーイー

スペック）」を発売する予定です。グローバル・

フラッグシップ・ブランド「ADVAN（アドバン）」の

世界展開に加え、今期はこうした環境への負荷低減

を図った新商品の拡販に力を入れます。

タイヤの増産計画をさらに上乗せ

2008年度末までに生産能力を5,685万本に引き

上げることを決めました。昨年5月に発表した計画

に対して30万本の増産です。生産増強の中心は、

乗用車・ライトトラック用タイヤとトラック・バス用

タイヤを生産するヨコハマタイヤ・マニュファクチ

ャリング・タイと、乗用車用ハイパフォーマンスタイ

ヤとSUV用タイヤを生産する国内の新城南工場で

す。その他の工場でも生産増強を図ります。

タイヤ、MBともに増収で売上高は10％増に

•

•

•

•

•

•

•

冨永靖雄（左）、南雲忠信
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乗用車・ライトトラック用タイヤとトラック・バス用

タイヤを生産するヨコハマタイヤ・マニュファクチ

ャリング・タイと、乗用車用ハイパフォーマンスタイ

ヤとSUV用タイヤを生産する国内の新城南工場で

す。その他の工場でも生産増強を図ります。

タイヤ、MBともに増収で売上高は10％増に

•

•

•

•

•

•

•

冨永靖雄（左）、南雲忠信
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コンベヤベルト、自動車用シーリング材で生産増強

MB事業では売り上げ拡大と収益向上の柱として、

値上げの浸透に加え、需要が拡大しているコンベヤ

ベルトや自動車用シーリング材の生産増強を中国で

進めています。

廃タイヤを利用した舗装で騒音を10分の1に

画期的な新技術の一例は廃タイヤを利用した多機能

型弾性舗装です。昨年11月に座間市道17号線に

テスト施工し、既設の密粒度アスファルト舗装に比

べ車両通行量が約10分の1に減少したのと同じ騒

音低減効果を実証しました。そのほか、燃料電池用

樹脂配管、床ずれ防止の車椅子用クッションで事業

化を進めているほか、電子材料分野で新商品開発

に取り組んでいます。

新ドライバーでゴルフ用品をテコ入れ

2006年度は主力のドライバーでアベレージゴル

ファー向け商品を2種発売しました。昨年8月に投

入した「T3 RED（ティースリー・レッド）」は飛距離

を徹底的に追求し、今年2月に発売の「T3 502銀」

は打ちやすさを全面に押し出したドライバーで、両

商品とも販売が好調です。

買収防衛策を導入

当社の企業価値や株主の共同利益を損なう恐れの

ある大規模買付行為に対して、今年5月10日開催の

取締役会で買収防衛策の導入を決定のうえ、6月28日

開催の定時株主総会で株主の皆様にご承認いただき

ました。発行済み株式総数の20％以上の取得を

めざす買収者に対し、買収の目的や買収後の事業計画

の提出などを求めて対抗措置発動の是非を検討

する事前警告型を採用しています。

CSRの取り組みも強化

また財務報告の適正さの確保と内部統制の強化を

図るため、今年１月より内部統制推進室を発足させ

ました。さらにコンプライアンスと環境貢献活動

についてもグループ全体で強化を図っています。

こうした課題に取り組みながら、基本方針の「良い

モノを、安く、タイムリーに」供給することに力を注ぎ、

GD100の目標達成をめざしてまいります。株主の

皆さまにおかれましては、一層のご支援を賜り

ますようお願い申し上げます。

さらに進化したタイヤの
環境性能
燃費と静粛性も向上
非石油資源80％のエコタイヤ
「DNA dB super E-spec」

2007年7月に発売の「DNA dB super E-spec」

は環境性能の最新技術を結集したエコタイヤのフ

ラッグシップです。非石油系の原材料を80％に高

めながら、燃費や静粛性でもDNAシリーズ中、最高

レベルを実現しました。

 

一般的な乗用車タイヤは原材料の約60％がカーボン

や合成ゴムなど石油系のもの。脱石油のため、一番

の難関は主原料である合成ゴムを天然ゴムに置き

換えることでした。天然ゴムは合成ゴムに比べ摩耗

に強く、ころがり抵抗が小さいものの、熱の発生が

小さく十分にグリップを確保することができません。

そこで開発したのが植物由来のオレンジオイルを

天然ゴムに配合した新コンパウンド「スーパーナノ

パワーゴム」です。天然ゴムになじみやすいオレ

ンジオイルによって、ゴムがしなやかになり路面の

微細な突起に密着しやすくなりました。また、車の制

動時にはオイル自体もグリップに必要な熱を発生し

ます。これらの働きで、ころがり抵抗の小さい天然ゴ

ムの特徴を生かしながら、高いグリップ力を引き出

すことに成功しました。

もうひとつの最新テクノロジーはインナーライナー

に採用した新素材で、タイヤの空気漏れがより小さく

なる「空気透過抑制フィルム」。インナーライナーは

空気漏れを防ぐため乗用車用タイヤの内側に貼ら

れているゴムシートです。このシートの新素材として

開発した「空気透過抑制フィルム」はゴムの弾性と、

軽量で空気透過の少ないプラスチックの長所を

併せ持つのが特徴です。従来の厚さの5分の1で

ありながらタイヤの空気透過性がより小さくなり、

燃費の悪化防止に加え、タイヤの軽量化に寄与

しています。

合成ゴム

石油系カーボン

石油系オイル

合成繊維ポリエステル

非石油系資源

80%

天然ゴム

石炭系カーボン

オレンジオイル

再生繊維レーヨン

石油系資源を20％に低減

代表取締役社長

代表取締役会長

2007年6月 




